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CDC16

CDC16; ANAPC6; Cell division cycle protein 16 homolog; Anaphase-promoting complex
subunit 6; APC6; CDC16 homolog; CDC16Hs; Cyclosome subunit 6
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質ユビキチンリガーゼとして機能し、多タンパク質APC複合体の構成要素である。APC複合体は、26Sプロテアソームによる分解のために細胞周期タンパク質を標的とすることで、有糸分裂からの離脱を制御するサイクリン分解システムである。APC複合体の各構成要素タンパク質は、真核生物間で高度に保存されている。このタンパク質、および他のAPC複合体タンパク質は、テトラトリコペプチドリピート（TPR）ドメインを含む。このタンパク質ドメインは、タンパク質間相互作用および多タンパク質複合体の組み立てに関与することが多い。異なるタンパク質をコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2016年1月],機能:有糸分裂の進行および細胞周期のG1期を制御する細胞周期調節性ユビキチンリガーゼである後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の構成要素。,経路:タンパク質修飾;タンパク質のユビキチン化。,PTM：リン酸化。Ser-560のリン酸化は、有糸分裂時に特異的に起こる。,類似性：APC6/CDC16ファミリーに属する。,類似性：7つのTPRリピートを含む。,細胞内局在：細胞周期のあらゆる段階で中心体、および有糸分裂紡錘体にCDC27と共局在する。,サブユニット：APC/Cは少なくとも11のサブユニットから構成される。PPP5CおよびCDC20と相互作用する。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;ユビキチンを介したタンパク質分解;プロゲステロンを介した卵母細胞成熟;
	画像データ
	

	APC6抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

